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きらめけ！
有年っ子

寒さに負けない元気な有年っ子たち！

３学期が始まり、寒さが一段と厳しくなったと感じます。
９日（木）には、辺り一面が雪景色に！！
子どもたちは、寒さなど気にせず、久しぶりの雪の世界を楽しんでいま

した。
さて、『「一月」は「行く」、「２月」は「逃げる」、「３月」は「去る」』と言われるよう
に、時の流れの速さを実感する季節です。
子どもたちには、それぞれが立てた目標に向かって、少しでも前へと進む気持ちを大切

にしてほしいと思います。目標は「立てる」で終わりではなく「達成する」ことをめざす
道しるべです。子どもたちが、目標に向かって自分は何ができているかを時折確認しなが
ら、自分の歩みで前進できるように教職員一同で支えていきたいと思います。ご家庭・地
域でも温かい応援を引き続きよろしくお願いいたします。

業間マラソン（GM）が始まりました！

今年も業間マラソン（GM）の季節
がやってきました。健康増進だけで
なく、最後までやりきる強い意志や
持久力の育成に努め、有年っ子の体
力向上をめざしたいと思います。
１月３１日（金）には「有年っ子

マラソンチャレンジ」が開催されま
す。
一人一人が自分のめざす目標に向

かって取り組みます。ご家庭でも励
ましのお声かけと体調管理をお願い
いたします。

ＡＬＴの先生が来てくださいました！

３学期から、ＡＬＴとしてAron Sherman
（アーロン シャーマン）先生が来てください
ます。アーロン先生は二年前にも有年小学校に来
てくださった先生です。有年小学校には毎週金曜
日に、楽しく英語を教えてくださいます。
アーロン先生は日本語もフルート演奏もとても

上手で、子どもたちは、初日からアーロン先生の
言葉や行動に釘付けになっていました。
この貴重な機会に、子どもたちには、外国の言

葉や文化、習慣に触れ、その魅力をたくさん味わ
うとともに、改めて日本の言葉や文化のすばらし
さも再発見してほしいと思っています。
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「地域とともにある学校」として⑤

3学期を迎え、子どもたちも次の学年を意識して生活
する時期となりました。
この時期は、学校にとっても、今年度の学校運営の成

果と課題を整理し、次年度に向けた準備を進めていく大
切な時期です。また、次年度コミュニティ・スクール８
年目に向けて、「地域とともにある学校」としてのよりよいあり方を探っていきたいと思
います。先日のＰＴＡ理事会でお話させていただいたことを紹介します。

①学校規模適正化・適正配置について

→「学校規模適正化・適正配置」は小規模校に限った課題ではありません。「学校統
廃合」も「新設校開校」も学校規模適正化・適正配置の方法の一つです。
本年度、赤穂市内すべての小中学校で、これからの学校のあり方やよりよい学校

運営について協議を重ねています。

②小規模特認校、小中一貫校とは

→ 「小規模特認校」は、その学校の特色ある取組をいかし、他の通学校区からの児
童生徒を受け入れる学校形態のことです。また「小中一貫校」とは、小学校と中学
校の施設を同一敷地内に設置し、義務教育９年間を一貫して行う学校形態のことで
す。よく耳にする「小中連携教育」は、小学校と中学校が互いに情報交換や交流を
行うことを通じて、円滑な接続をめざすもので、すでに取り組んでいます。

③今後５年間の児童数推移について

→ 減少傾向は続きます。人数によっては、複式学級を編成する基準の人数ともなり
ますが、県と市では、１学年１学級が確保できるように教員の配置などに努めてい
ます。また、学校の実情に合わせて、教科担任制や２学年合同授業などを取り入れ
て、学びを保障していくことも求められています。

④ある調査結果から･･･

→ 国立成育医療研究センターの研究報告では、教師や保護者、地域の人とのかかわ
りや、よりたくさんの言葉かけが多いほど、子ども生活の質がより高くなるといわ
れています。これは、学校・家庭・地域が一体となり、子どもたちを見守り、支え
ていくことでもあります。

⑤小規模校のメリットとデメリットの整理が大事

→ 小規模校であることのメリットとデメリットは、児童、学校、保護者、地域のそ
れぞれの立場にあります。メリットと思われるところはさらに充実させ、デメリッ
トと思われがちな部分は、やり方を工夫することで克服していくことができるはず
です。より特色のある教育活動を充実させたいと思います。

⑥これからの有年小学校は･･･

→「有年小学校に通わせてよかった」「有年小学校で学んでよかった」と思えるよう
な学校づくりをさらに進めていきたいと思います。
学校・家庭・地域すべてが、それそれの持ち味を生かし、地域全体で子どもを見

守ることで、何かあれば助け合える関係ができ、社会の安全にもつながります。
豊かな自然と温かい人に囲まれ、友だちと長く深く付き合い信頼関係を気付いて

いけるこの環境を大事にしていきたいと思います。

☆保護者の皆様には、後日、「これからの有年小学校のあり方に関するアンケート」をお
願いする予定です。追ってご連絡差し上げますので、よろしくお願いいたします。


